








































1.目的

近年社会構造の変化に伴い女性の社会的進出は著しく、家族のあり方にも大きな変化をも

たらしている。この変化の過程で、少子化等の様々な問題が生じている。このような社会

的状況の中で、児童虐待の問題が特に児童福祉及び小児医療・保健の分野で注目され、全

国児童相談所長会の虐待調査等のさまざまな調査研究がされている。その中で虐待の要因

の一つととして「望まない妊娠の結果生まれた児」がすでに指摘されている。

本研究においては、「望まない妊娠の結果生まれた児」が被害者となった児童虐待事例の

調査を通じこの虐待に共通する要因や背景等の実態について明らかにし、そこでの問題点

を児童福祉の観点から考察し、そのこどもや親に対する援助のあり方を検討することを目

的とした。


